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磯
崎
達
也
委
員
（
自
民
）　

第
四
次
男
女
共

同
参
画
基
本
計
画
の
下
、
男
女
共
同
参
画
社

会
に
向
け
て
、
課
題
解
消
に
ど
う
取
り
組
む

の
か
。
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
推
進
セ
ン
タ
ー

 　※1　

は
社
会
の
多
様
性
を
育
む
た
め
、
ど
の
よ
う

な
取
り
組
み
に
力
を
入
れ
て
い
く
の
か
。

県
民
生
活
環
境
部
長　

政
策
や
方
針
決
定
過

程
に
参
画
す
る
女
性
の
割
合
が
全
国
と
比
較

し
低
い
た
め
、
令
和
七
年
度
の
県
審
議
会
の

女
性
委
員
割
合
四
十
％
を
目
標
に
、
関
係
団

体
に
推
薦
を
働
き
掛
け
て
い
る
。
ダ
イ
バ
ー

シ
テ
ィ
推
進
セ
ン
タ
ー
は
、
性
別
、
年
齢
な

ど
の
多
様
性
（
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
）
を
受
け

入
れ
、
認
め
合
う
社
会
の
実
現
を
目
指
す
拠

点
で
、
普
及
啓
発
や
人
材
育
成
に
取
り
組
む
。

（
ほ
か
に
、
国
グ
リ
ー
ン
成
長
戦
略
を
踏
ま

え
た
環
境
チ
ャ
レ
ン
ジ
、
阿
字
ヶ
浦
周
辺
地

域
の
交
差
点
安
全
確
保
に
つ
い
て
も
質
問
）

髙
安
博
明
委
員
（
県
民
）　

「
道
の
駅
日
立

お
さ
か
な
セ
ン
タ
ー
」
を
核
と
し
た
茨
城
港

日
立
港
区
周
辺
地
域
の
可
能
性
を
ど
の
よ
う

に
捉
え
、
県
北
臨
海
地
域
の
活
性
化
に
ど
の

よ
う
に
つ
な
げ
て
い
く
の
か
。

政
策
企
画
部
長 　

道
の
駅
の
持
つ
高
い
ポ

テ
ン
シ
ャ
ル
を
周
辺
地
域
の
交
流
人
口
拡
大

に
つ
な
げ
る
た
め
、
首
都
圏
で
の
観
光
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
な
ど
に
よ
る
Ｐ
Ｒ
を
実
施
し
、
知

名
度
向
上
を
図
っ
て
き
た
。
日
立
市
で
は
、

総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
の
重
点
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
と
し
て
、
道
の
駅
再
編
・
再
整
備
検
討

事
業
を
位
置
付
け
、
新
た
な
地
域
連
携
に
つ

い
て
検
討
す
る
と
し
て
い
る
。
地
元
市
町
な

ど
と
の
連
携
協
力
の
下
、
賑
わ
い
と
活
力
あ

る
地
域
づ
く
り
に
全
力
で
取
り
組
む
。

（
ほ
か
に
、
サ
イ
ク
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進
、

保
健
所
の
体
制
強
化
な
ど
も
質
問
）

大
瀧
愛
一
郎
委
員
（
自
民
）　

森
林
湖
沼
環

境
税
を
活
用
し
、
森
林
整
備
の
成
果
は
上

が
っ
て
い
る
も
の
の
、
課
題
が
多
く
依
然
と

し
て
整
備
が
行
き
届
い
て
い
な
い
。
森
林
整

備
の
最
終
的
な
目
標
と
今
後
の
取
り
組
み
は
。

知
事　

最
終
的
な
目
標
と
す
る
姿
と
し
て
は
、

林
業
経
営
体
に
よ
る
森
林
整
備
が
事
業
活
動

と
し
て
持
続
的
に
拡
大
す
る
こ
と
に
よ
り
、

低
廉
な
コ
ス
ト
で
森
林
の
公
益
的
機
能
が
発

揮
さ
れ
る
こ
と
と
考
え
て
い
る
。
こ
の
た
め
、

林
業
経
営
体
に
よ
る
施
業
の
集
約
化
や
再
造

林
を
支
援
し
、
素
材
生
産
量
を
拡
大
さ
せ
る

と
と
も
に
、
中
高
層
建
築
物
な
ど
を
対
象
に
、

木
材
の
需
要
開
拓
を
進
め
、
林
業
の
成
長
産

業
化
の
実
現
を
目
指
し
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
、

不
妊
治
療
等
を
受
け
や
す
い
環
境
づ
く
り
な

ど
も
質
問
）

村
本
修
司
委
員
（
公
明
）　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
ナ
ッ
ジ

理
論
な
ど
行
動
科
学
を
活
用
し
た
注
意
事
項

の
呼
び
掛
け
や
、
専
門
家
を
交
え
た
チ
ー
ム

を
編
成
し
て
感
染
原
因
な
ど
の
デ
ー
タ
分
析

と
情
報
発
信
を
し
て
ほ
し
い
が
、
所
見
は
。

知
事　

県
民
へ
の
注
意
喚
起
は
、
具
体
的
場

面
を
想
像
で
き
る
よ
う
、
会
食
や
職
場
で
の

留
意
点
を
発
信
す
る
よ
う
努
め
て
い
る
。
国

立
感
染
症
研
究
所
と
連
携
し
た
ク
ラ
ス
タ
ー

分
析
の
ほ
か
、
同
所
へ
派
遣
し
て
い
た
職
員

が
疫
学
的
分
析
を
担
っ
て
お
り
、
今
後
も
、

分
析
が
で
き
る
職
員
の
養
成
に
取
り
組
ん
で

い
く
。
感
染
症
へ
の
対
応
強
化
の
た
め
、
新

た
に
感
染
症
対
策
課
を
設
置
し
、
感
染
リ
ス

ク
が
高
い
行
動
な
ど
を
発
信
し
て
い
く
。

（
ほ
か
に
新
産
業
廃
棄
物
最
終
処
分
場
の
今

後
、
子
ど
も
ア
ド
ボ
カ
シ
ー
※2
の
取
り
組
み

な
ど
も
質
問
）

長
谷
川
重
幸
委
員
（
自
民
）　

防
災
力
の
強

化
に
つ
い
て
、
自
助
、
共
助
、
公
助
の
観
点

か
ら
、
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

防
災
・
危
機
管
理
部
長　

公
助
の
面
で
は
、

大
規
模
災
害
に
よ
り
市
町
村
の
備
蓄
だ
け
で

は
対
応
が
困
難
と
な
っ
た
場
合
に
備
え
、
県

も
物
資
を
確
保
し
て
い
る
。
ま
た
、
令
和
五

年
に
は
防
災
ヘ
リ
の
更
新
を
予
定
し
て
お
り
、

一
層
の
消
防
防
災
能
力
の
強
化
を
図
る
。
ま

た
、
ウ
ェ
ブ
版
マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
作
成

シ
ス
テ
ム
や
人
型
ロ
ボ
ッ
ト
を
活
用
し
た
子

ど
も
向
け
防
災
授
業
な
ど
に
よ
り
、
自
助
の

取
り
組
み
の
促
進
を
図
る
と
と
も
に
、
自
主

防
災
組
織
の
結
成
補
助
制
度
を
創
設
し
、
地

域
の
共
助
の
取
り
組
み
も
支
援
し
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
日
本
製
鉄
㈱
東
日
本
製
鉄
所
鹿

島
地
区
の
高
炉
休
止
へ
の
対
応
、
本
県
農
業

の
担
い
手
の
確
保
・
育
成
な
ど
も
質
問
）

金
子
晃
久
委
員
（
自
民
）　

シ
ト
ラ
ス
リ
ボ

ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　※3　
が
全
国
各
地
で
広
ま
っ

て
い
る
が
、
こ
う
し
た
子
ど
も
大
人
も
わ
か

り
や
す
く
、
地
域
社
会
が
自
然
と
受
け
入
れ

て
く
れ
る
取
り
組
み
に
よ
り
、
コ
ロ
ナ
差
別

が
な
く
な
る
こ
と
が
理
想
で
あ
る
。
ま
た
、

差
別
防
止
に
向
け
、
イ
ン
パ
ク
ト
の
あ
る

メ
ッ
セ
ー
ジ
発
信
も
重
要
だ
が
取
り
組
み
は
。

保
健
福
祉
部
福
祉
担
当
部
長　

Ｊ
リ
ー
グ
や

Ｂ
リ
ー
グ
な
ど
と
連
携
し
、
選
手
に
差
別
的

取
り
扱
い
の
禁
止
や
医
療
従
事
者
へ
の
励
ま

し
を
呼
び
掛
け
て
も
ら
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
動
画

を
発
信
し
て
き
た
。
ま
た
、
シ
ト
ラ
ス
リ
ボ

ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど
の
優
れ
た
民
間
団
体

の
取
り
組
み
を
県
内
市
町
村
に
情
報
提
供
す

る
な
ど
、
人
権
啓
発
の
輪
を
広
げ
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
コ
ロ
ナ
患
者
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル

ス
対
策
や
コ
ロ
ナ
自
殺
対
策
な
ど
も
質
問
）

玉
造
順
一
委
員
（
立
憲
）　

原
子
力
基
本
法

で
原
子
力
利
用
の
原
則
の
一
つ
と
さ
れ
て
い

る
「
公
開
」
の
側
面
か
ら
見
た
場
合
、
本
県

原
子
力
行
政
に
お
け
る
情
報
公
開
の
基
本
姿

勢
は
。
今
後
の
広
域
避
難
計
画
策
定
に
ど
の

よ
う
な
方
針
で
適
用
し
て
い
く
の
か
。

防
災
・
危
機
管
理
部
長　

何
よ
り
も
大
切
な

こ
と
は
安
全
の
確
保
で
あ
り
、
積
極
的
な
情

報
発
信
が
県
民
の
安
全
・
安
心
に
繋
が
る
と

考
え
る
。
こ
の
た
め
、
関
係
者
の
理
解
が
得

ら
れ
た
避
難
退
域
時
検
査
場
所
や
第
二
の
避

難
先
の
候
補
地
な
ど
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど

で
公
表
し
、
県
民
か
ら
意
見
を
い
た
だ
き
な

が
ら
、
県
広
域
避
難
計
画
に
反
映
し
て
い
る
。

（
ほ
か
に
、
新
た
な
計
画
で
の
「
県
民
が
日

本
一
幸
せ
な
県
」
と
い
う
理
念
の
具
体
化
、

感
染
症
対
策
に
関
す
る
本
県
の
主
な
課
題
な

ど
も
質
問
）

江
尻
加
那
委
員
（
共
産
）　

東
海
第
二
原
発

の
避
難
計
画
で
、
一
人
当
た
り
の
避
難
所
面

積
は
二
平
方
㍍
の
ま
ま
変
更
し
な
い
の
か
。

福
島
第
一
原
発
か
ら
の
避
難
先
で
は
、
心
身

を
病
ん
だ
方
も
、
絶
望
し
命
を
絶
っ
た
方
も

い
る
。
水
戸
地
裁
に
よ
る
判
決
 ※4
を
重
く
受

け
止
め
、
再
稼
働
を
断
念
す
べ
き
。
所
見
は
。

知
事　

避
難
所
面
積
は
、
長
距
離
避
難
と
な

ら
な
い
よ
う
避
難
者
の
負
担
を
考
慮
し
た
も

の
で
見
直
し
は
考
え
て
い
な
い
。
生
命
と
身

体
の
保
護
を
第
一
目
的
に
避
難
計
画
策
定
に

当
た
っ
て
い
る
。
避
難
所
生
活
を
可
能
な
限

り
短
く
す
る
た
め
、
ホ
テ
ル
、
旅
館
、
公
営

住
宅
な
ど
も
活
用
予
定
。
避
難
住
民
が
健
康

相
談
を
で
き
る
窓
口
も
検
討
し
て
い
き
た
い
。

（
ほ
か
に
、
新
産
業
廃
棄
物
最
終
処
分
場
建

設
計
画
、
児
童
の
保
護
・
若
年
被
害
女
性
へ

の
支
援
な
ど
も
質
問
）

山
野
井
浩
委
員
（
自
民
）　

つ
く
ば
み
ら
い

市
福
岡
地
区
は
、
工
業
団
地
を
造
成
す
る
上

で
の
適
地
で
あ
り
、
今
後
日
本
を
代
表
す
る

優
良
な
企
業
の
立
地
が
期
待
さ
れ
る
。
ど
ん

な
企
業
を
誘
致
し
て
い
く
方
針
な
の
か
。

営
業
戦
略
部
立
地
推
進
担
当
部
長　

同
地
区

は
都
心
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
が
良
好
で
、
研
究

機
関
が
多
数
立
地
す
る
筑
波
研
究
学
園
都
市

に
近
接
す
る
な
ど
企
業
誘
致
を
進
め
る
上
で

大
変
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
高
い
。
そ
の
利
点
を

生
か
し
、
今
後
も
成
長
が
見
込
ま
れ
る
半
導

体
や
５
Ｇ
、
次
世
代
自
動
車
な
ど
の
最
先
端

分
野
の
本
社
機
能
や
研
究
開
発
機
能
、
生
産

拠
点
な
ど
大
き
な
波
及
効
果
が
期
待
で
き
る

優
良
企
業
の
誘
致
を
目
指
し
鋭
意
取
り
組
む
。

（
ほ
か
に
、
外
国
人
材
が
安
心
し
て
働
け
る

環
境
づ
く
り
、
少
人
数
教
育
の
取
り
組
み
と

成
果
、
新
た
な
施
策
の
展
開
も
質
問
）

加
藤
明
良
委
員
（
自
民
）　

県
内
に
は
、
「
宇

宙
港
構
想
」
な
ど
、
夢
の
あ
る
取
り
組
み
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
企
業
が
あ
る
。
宇
宙
ビ
ジ

ネ
ス
の
市
場
拡
大
な
ど
、
国
内
外
の
情
勢
を

踏
ま
え
、
宇
宙
ビ
ジ
ネ
ス
に
取
り
組
む
ベ
ン

チ
ャ
ー
や
企
業
な
ど
を
ど
う
支
援
し
て
い
く

の
か
。

知
事　

県
で
は
、
他
県
に
先
駆
け
て
、
ビ
ジ

ネ
ス
化
の
取
り
組
み
を
推
進
し
、
百
社
以
上

の
企
業
が
、
本
県
を
拠
点
と
し
た
活
動
を
開

始
し
て
い
る
。
今
年
度
は
、
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
な
ど

が
保
有
す
る
試
験
設
備
の
利
用
申
請
を
ワ
ン

ス
ト
ッ
プ
で
行
う
仕
組
み
を
構
築
し
た
。
今

後
は
、
県
内
事
業
者
へ
の
集
中
的
な
開
発
支

援
に
取
り
組
む
ほ
か
、
事
業
者
の
海
外
展
開

も
し
っ
か
り
と
後
押
し
し
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
い
ば
ら
き
水
素
戦
略
の
進
捗
と

今
後
の
展
開
、
弘
道
館
の
保
存
活
用
計
画
の

推
進
と
調
査
研
究
業
務
な
ど
も
質
問
）

●
質
疑
者

３
月
19
日（
金
）　

　

磯い
そ
ざ
き崎　
　

達た
つ
や也
（
い
ば
ら
き
自
民
党
）

　

髙た
か
や
す安　
　

博ひ
ろ
あ
き明
（
県
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
）

　

大お
お
た
き瀧　

愛あ
い
い
ち
ろ
う

一
郎
（
い
ば
ら
き
自
民
党
）

　

村む
ら
も
と本　
　

修し
ゅ
う
じ司
（
公　
　

明　
　

党
）

　

長は
せ
が
わ

谷
川　

重し
げ
ゆ
き幸
（
い
ば
ら
き
自
民
党
）

３
月
22
日（
月
）

　

金か
ね
こ子　
　

晃て
る
ひ
さ久
（
い
ば
ら
き
自
民
党
）

　

玉た
ま
つ
く
り造　
　

順
じ
ゅ
ん
い
ち一（
立
憲
民
主
党
）

　

江え
じ
り尻　
　

加か

な那
（
日
本
共
産
党
）

　

山や
ま
の
い

野
井　
　

浩
ひ
ろ
し（
い
ば
ら
き
自
民
党
）

　

加か
と
う藤　
　

明あ
き
よ
し良
（
い
ば
ら
き
自
民
党
）

ことば ※3【シトラスリボンプロジェクト】…シトラス色のリボンを身につけて、コロナに感染しても差別や偏見なく元の暮らしに戻る社会を目指そうと愛媛県から全国に広まっている取り組み。
※4【水戸地裁による判決】…本県内外の住民が、日本原子力発電に対し東海第二発電所の運転差し止めを求めた訴訟。今年の3月18日、水戸地裁は、日本原電に運転差し止めを言い渡した。

ことば ※1【ダイバーシティ推進センター】…県女性プラザと県男女共同参画支援室の機能を統合し、昨年11月、県三の丸庁舎にオープンした、誰もが個性と能力を発揮し、あらゆる分野で活躍
できる人材の育成を推進するための拠点施設。

※2【子どもアドボカシー】…子どもの意見表明権（子どもに影響を及ぼす全ての事柄について、自由に自己の意見を表明する権利）を保証するための取り組み。
　　　　　　　　　　　　 アドボケイト（advocate）は「代弁者」や「擁護者」を意味する英語。

予 算 特 別 委 員 会

質疑の録画映像
は、こちらから
ご覧になれます


